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小平第十二小学校校舎、小平第十三小学校校舎、小平第一中学校校舎、小平第二中学校体育館、  

十三小学童クラブ第一に関する更新等について（案） 

 

１ 背景及び位置づけ 

  ２０１５（平成２７）年２月に「小平市公共施設白書」を発行し、同年１２月に「小平市公共

施設マネジメント基本方針」を策定しました。白書で示した将来的な大きな３つの課題（「人口

減少・少子高齢化」、「財政バランスの悪化」、「施設の老朽化・更新時期の集中」）に対応するた

め、基本方針では市制施行１００周年を迎える２０６２（令和４４）年度を見据え、「いつまで

もわくわくする場をみんなで創ろう」という基本理念と４つの方針（「魅力あるサービスの実現」、

「持続可能な施設総量」、「コストの縮減と平準化」、「長く活用できる施設」）を定めました。 

また、基本方針に沿った取組の推進に向けた方策を示した「小平市公共施設マネジメント推進

計画」（２０１７（平成２９）年３月）では、すでに目標耐用年数を迎えた施設、または計画期

間中に目標耐用年数を迎える施設の更新等に向けた「基本的な検討手順」を示しています。 

この「基本的な検討手順」に沿い、小平第十二小学校校舎、小平第十三小学校校舎、小平第一

中学校校舎、小平第二中学校体育館及び十三小学童クラブ第一に関する更新等の適否の判断をし

ます。 

なお、小平第十二小学校、小平第十三小学校、小平第二中学校は、校舎と体育館の目標耐用年

数が近いことから、更新等の適否は校舎と体育館を同時に判断することとしました。 
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２ 対象施設の概要 

 (1) 小平第十二小学校 

①所在地 小川町一丁目４６４番地 

②用途地域（建ぺい率・容積率） 第一種低層住居専用地域（４０％・８０％） 

③土地面積 １４，４３５．７６㎡ 

④土地の所有形態 市有地 

⑤建築年または改築年 
校舎 １９６８年（昭和４３年） 

体育館 １９７４年（昭和４９年） 

⑥構造 
校舎 鉄筋コンクリート造 

体育館 鉄筋コンクリート造、一部重量鉄骨造  

⑦建築面積（建ぺい率） 
校舎 ２，６１３．１５㎡（１８．１０％） 

体育館 ７２７．５０㎡（５．０３％）  

⑧延床面積（容積率） 
校舎 ５，３０７．０９㎡（３６．７６％） 

体育館 ８４２．６３㎡（５．８３％）  

⑨階層 
校舎 地上３階 

体育館 地上２階  

⑩構成（部屋名） 
校舎 普通教室、特別教室、職員室、給食室、ﾌﾟｰﾙ等 

体育館 体育アリーナ、ステージ、放送室、更衣室等 

⑪経過年数、目標耐用年数（到来年） 
校舎 ５２年経過、６０年（２０２７年） 

体育館 ４６年経過、６０年（２０３３年） 

⑫現行耐震基準 適合 

⑬避難所指定 
校舎（一部）・体育館 避難所 

校庭 いっとき避難場所 

⑭設置目的 
心身の発達に応じて、義務教育として行われる普通教育の

うち基礎的なものを施す 

⑮サービス内容 普通教育 

⑯同分類(類似)施設 

【施設分類】 

学校（学校教育系施設） 

【同分類(類似)施設】 

小・中学校 

⑰近隣施設 

消防団第一分団、中島地域センター、上水新町地域センター、

小川町一丁目地域センター、上宿公民館、上宿図書館（上宿

図書館集会室）、上宿公園管理棟、きつねっぱら公園子どもキ

ャンプ場、上宿小学校、小平第五中学校、上宿保育園、小川

町一丁目児童館 

 

(2) 小平第十三小学校 

①所在地 小川西町一丁目２２番１号 

②用途地域（建ぺい率・容積率） 第一種低層住居専用地域（４０％・８０％） 

③土地面積 １４，３５６．１０㎡ 

④土地の所有形態 市有地 

⑤建築年または改築年 
校舎 １９６８年（昭和４３年） 

体育館 １９７４年（昭和４９年）  

⑥構造 
校舎 鉄筋コンクリート造 

体育館 鉄筋コンクリート造、一部重量鉄骨造  

⑦建築面積（建ぺい率） 
校舎 ２，４２３．５５㎡（１６．８８％） 

体育館 ７２９．６２㎡（５．０８％）  

⑧延床面積（容積率） 
校舎 ５，１０６．６８㎡（３５．５７％） 

体育館 ８４５．２４㎡（５．８８％）  

⑨階層 
校舎 地上３階 

体育館 地上２階  
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⑩構成（部屋名） 
校舎 普通教室、特別教室、職員室、給食室、ﾌﾟｰﾙ等 

体育館 体育アリーナ、ステージ、放送室、更衣室等  

⑪経過年数、目標耐用年数（到来年） 
校舎 ５２年経過、６０年（２０２７年） 

体育館 ４６年経過、６０年（２０３３年）  

⑫現行耐震基準 適合 

⑬避難所指定 
校舎（一部）・体育館 避難所 

校庭 いっとき避難場所 

⑭設置目的 
心身の発達に応じて、義務教育として行われる普通教育の

うち基礎的なものを施す 

⑮サービス内容 普通教育 

⑯同分類(類似)施設 

【施設分類】 

学校（学校教育系施設） 

【同分類(類似)施設】 

小・中学校 

⑰近隣施設 

西部出張所、消防団第一分団、消防団第九分団、小川西町地

域センター、小川西町中宿地域センター、小川町一丁目地域

センター、小川西町公民館、小川西町図書館、小川西グラウ

ンド、小平第二中学校、小川西保育園、小川町一丁目児童館、

十三小学童クラブ第一・第二、高齢者館（ほのぼの館）、障害

者福祉センター（たいよう福祉センター）、小川西町防災倉庫 

 

(3) 小平第一中学校 

①所在地 仲町５０６番地 

②用途地域（建ぺい率・容積率） 第一種中高層住居専用地域（４０％・１００％） 

③土地面積 １８，９７８．２４㎡ 

④土地の所有形態 市有地 

⑤建築年または改築年 
校舎 １９６８年（昭和４３年） 

体育館 １９９３年（平成５年）  

⑥構造 
校舎 鉄筋コンクリート造 

体育館 鉄筋コンクリート造、一部重量鉄骨造  

⑦建築面積（建ぺい率） 
校舎 ２，７６２．０７㎡（１４．５５％） 

体育館 ２５６３．６４㎡（１３．５０％）  

⑧延床面積（容積率） 
校舎 ６，６４０．０８㎡（３４．９８％） 

体育館 ２９４７．１１㎡（１５．５２％）  

⑨階層 
校舎 地上３階 

体育館 地上２階  

⑩構成（部屋名） 
校舎 普通教室、特別教室、職員室等 

体育館 体育アリーナ、ステージ、放送室、更衣室等  

⑪経過年数、目標耐用年数（到来年） 
校舎 ５２年経過、６０年（２０２７年） 

体育館 ２７年経過、６０年（２０５２年）  

⑫現行耐震基準 適合 

⑬避難所指定 
校舎（一部）・体育館 避難所 

校庭 いっとき避難場所 

⑭設置目的 
小学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じて、

義務教育として行われる普通教育を施す 

⑮サービス内容 普通教育 

⑯同分類(類似)施設 

【施設分類】 

学校（学校教育系施設） 

【同分類(類似)施設】 

小・中学校 

⑰近隣施設 消防団第三分団、仲町公民館、仲町図書館、美園地域センター、
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小平第二小学校、小平第十四小学校、学園東小学校、仲町保育

園、小川東町地域センター、学園東町地域センター、中央図書

館、中央公民館、小平第九小学校、天神地域センター、市民文

化会館（ルネこだいら）、健康福祉事務センター、民具庫、高

齢者交流室、福祉会館、二小学童クラブ、市役所、十四小学童

クラブ第一・第二、学園東小学童クラブ第一・第二、健康セン

ター 

 

(4) 小平第二中学校 

①所在地 小川東町一丁目１７番１号 

②用途地域（建ぺい率・容積率） 第一種中高層住居専用地域（６０％・２００％） 

③土地面積 ２２，０９８．３４㎡ 

④土地の所有形態 市有地（一部借地あり１５３．３５㎡） 

⑤建築年または改築年 
校舎 １９７７年（昭和５２年） 

体育館 １９６７年（昭和４２年）  

⑥構造 
校舎 鉄筋コンクリート造  

体育館 鉄筋コンクリート造、一部重量鉄骨造 

⑦建築面積（建ぺい率） 
校舎 ２９３３．３３㎡（１３．２７％） 

体育館 ７３５．７１㎡（３．３２％） 

⑧延床面積（容積率） 
校舎 ８１２４．５２㎡（３６．７６％） 

体育館 ８４２．５７㎡（３．８１％） 

⑨階層 
校舎 地上４階 

体育館 地上２階  

⑩構成（部屋名） 
校舎 普通教室、特別教室、職員室、給食室、ﾌﾟｰﾙ等 

体育館 体育アリーナ、ステージ、放送室、更衣室等  

⑪経過年数、目標耐用年数（到来年） 
校舎 ４３年経過、６０年（２０３６年）  

体育館 ５３年経過、６０年（２０２６年）  

⑫現行耐震基準 適合 

⑬避難所指定 
校舎（一部）・体育館 避難所 

校庭 いっとき避難場所 

⑭設置目的 
小学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じて、

義務教育として行われる普通教育を施す 

⑮サービス内容 普通教育 

⑯同分類(類似)施設 

【施設分類】 

学校（学校教育系施設） 

【同分類(類似)施設】 

小・中学校 

⑰近隣施設 

西部出張所、消防団第九分団、小川西町地域センター、小川

東第二地域センター、小川西町中宿地域センター、小川西町

公民館、小川西町図書館、小平元気村おがわ東、市民活動支

援センターあすぴあ、ファミリーサポートセンター、子ども

家庭支援センター、男女共同参画センターひらく、教育相談

室、教育支援室「あゆみ教室」、小平元気村おがわ東屋内施設、

小川西グラウンド、小川町二丁目市民広場、小平第一小学校、

小平第六小学校、小平第十三小学校、学校給食センター、小

川西保育園、一小学童クラブ、六小学童クラブ第一・第二、

十三小学童クラブ第一・第二、高齢者館（ほのぼの館）、障害

者福祉センター（たいよう福祉センター）、被災者一時生活セ

ンター 

 

 (5) 十三小学童クラブ第一 
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３ 更新等の適否の判断 

 (1) 小平第十二小学校 

   小平第十二小学校は、小平第一小学校の分校として１９６８（昭和４３）年に開校し、   

２０１８（平成３０）年には、創立５０周年を迎えています。 

校舎は、開校時の１９６８（昭和４３）年に建設してから、児童の増加に合わせて昭和５０

年代初頭にはほぼ現在の校舎形状となり、都市計画道路事業の関係から２０１４（平成２６）

年に給食室を校舎西側に建て直して現在の状況となりました。体育館は、１９７４（昭和４９）

年に建設しています。また、今後、児童数の増加により教室数の不足が見込まれることから、

現在、学童クラブを含めた増築棟（西校舎）を建設しています（２０２１（令和３）年度供用

開始予定）。 

 

① 児童数の推移 

  児童数は、開校当時は４２９人で、１９７９（昭和５４）年には１，１１７人まで増加し

ました。その後、１９８０（昭和５５）年に上宿小学校が分校として開校したこともあり、

減少し、１９８９（平成元）年前後では４００人を割り込みました。ここ数年は、小川町一

丁目土地区画整理事業や、その他周辺の開発等により上昇傾向となり、２０２０（令和２）

①所在地 小川西町一丁目２２番１号 

②用途地域（建ぺい率・容積率） 第一種低層住居専用地域（４０％・８０％） 

③土地面積 
４１９．０５㎡ 

（学校全体 １４，３５６㎡の一部） 

④土地の所有形態 市有地 

⑤建築年または改築年 １９８７年（昭和６２年）９月 

⑥構造 軽量鉄骨造 

⑦建築面積（建ぺい率） ９７．６７㎡（２３．３０％） 

⑧延床面積（容積率） ９７．４６㎡（２３．２５％） 

⑨階層 地上１階 

⑩構成（部屋名） クラブ室、便所（男女） 

⑪過年数、目標耐用年数（到来年） ３３年経過、４０年（２０２６年） 

⑫現行耐震基準 適合 

⑬避難所指定 ― 

⑭設置目的 児童の健全な育成を図る 

⑮サービス内容 

保護者が労働などにより昼間家庭にいない小学校低学年の

児童に対し、適切な遊び場及び生活の場を提供し、その健

全な育成を図る 

⑯同分類(類似)施設 

【施設分類】 

幼児・児童施設（子育て支援施設） 

【同分類(類似)施設】 
学童クラブ、児童館、ファミリーサポートセンター、子ども

家庭支援センター 

⑰近隣施設 

西部出張所、消防団第一分団、消防団第九分団、小川西町地

域センター、小川西町中宿地域センター、小川町一丁目地域

センター、小川西町公民館、小川西町図書館、小川西グラウ

ンド、小平第十三小学校、小平第二中学校、小川西保育園、

小川町一丁目児童館、十三小学童クラブ第二、高齢者館（ほ

のぼの館）、障害者福祉センター（たいよう福祉センター）、

小川西町防災倉庫 
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年は５８６人となっています。 

 

    

② コミュニティの状況 

小平第十二小学校地域は、放課後子ども教室、青少年対策地区委員会などにより、地域コ

ミュニティの活動が盛んに行われています。また、小平第十二小学校には、学校経営協力者

制度を設置しています。 

 

③ 建物の状況 

  ２００１（平成１３）年～２００２（平成１４）年 校舎耐震補強工事実施 

２００１（平成１３）年 体育館耐震補強工事実施 

２０１９（令和元）年 劣化診断調査実施 

 

校舎及び体育館について、コンクリート圧縮強度は設計基準強度を確保していました。 

中性化の進行度は、北校舎及び南校舎の一部、体育館については、中性化が鉄筋に達しつ

つあります。鉄筋に顕著な腐食は見られないため、現状では安全性を脅かすような状態では

ありませんが、更新等を考える時期に来ていることがうかがわれます。校舎の目標耐用年数

は４５～８０年以上、体育館は４５年程度と推定されます。 

 

  ④ 近隣施設の状況 

施設名 
目標耐用年数 

到来年 

地域/

広域 

床面積 

（㎡） 
避難所指定 備考 

小平第十二小学校体育館 2033（令和 15） 地域 
842.63 避難所:体育館 

 

十二小学童クラブ 2033（令和 15） 地域 体育館内 
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上宿小学校 2039（令和 21） 地域 4,577.32 
避難所:校舎（一部） 

いっとき避難場所:校庭   

上宿小学校体育館 2039（令和 21） 地域 843.05 避難所   

小平第五中学校 2030（令和 12） 地域 6,980.91 
避難所:校舎（一部） 

いっとき避難場所:校庭  

小平第五中学校体育館 2031（令和 13） 地域 789.95 避難所  

中島地域センター 2045（令和 27） 地域 611.24 二次避難所  

上水新町地域センター 2044（令和 26） 地域 588.80 二次避難所  

小川町一丁目地域センター 2072（令和 54） 地域 
964.00 

二次避難所:地域セ

ンター 

 

小川町一丁目児童館 2072（令和 54） 地域  

上宿公民館 2035（令和 17） 地域 
1,239.84 避難所:公民館 

 

上宿保育園 2035（令和 17） 地域  

上宿図書館 2041（令和 23） 地域 
961.78 ― 

 

上宿図書館集会室 2041（令和 23） 地域  

 

⑤ 更新等の適否の判断 

小平市公共施設マネジメント推進計画及び市制施行１００周年（２０６２年度）に向けた

学校の統合・配置の考え方（２０１９（平成３１）年２月）では、小学校１９校は２０６５

年頃までに１４校とすることを想定しています。現在、小学校は概ねバランス良く市内に配

置されていますが、小平第十二小学校は上宿小学校との直線距離が約２００ｍと近接してい

ます。 

今後の児童数の推計として、平成２７年国勢調査による町丁別将来人口推計補足版では、

主な通学区域となる小川町一丁目、上水新町一丁目及び上水新町二丁目における５歳から１

４歳までの人口は、短期的には増加し、１５～２０年後には減少する見込みとなっています。 

劣化診断の結果は、中性化が鉄筋に達している部分もあり、校舎の目標耐用年数は４５～ 

８０年以上と推定され、体育館は４５年程度となっていますが、鉄筋に顕著な腐食は見られ

ない状況で、現状では安全性を脅かすような状態ではありません。 

また、２０３９（令和２１）年に目標耐用年数を迎える上宿小学校をはじめ、近隣施設の

目標耐用年数の到来まではしばらくの期間があります。 

    以上を踏まえ、小平第十二小学校は、劣化診断の結果により校舎及び体育館で一部劣化が

進んでいる状況ですが、児童数の減少が１５年～２０年後であること、近隣施設の目標到来

年数到来までまだしばらくあること、将来的な統合の可能性があることから、おおむね１５

年程度継続して使用することとし「更新等を行わない」ものとします。 

    今後は、一部中性化が進行している等の対応として、屋上防水や外壁などの改修を行う検

討を進めます。 

 

 (2) 小平第十三小学校 

   小平第十三小学校は、小平第六小学校の分校として１９６８（昭和４３）年に開校し、   

２０１８（平成３０）年には、創立５０周年を迎えています。 

校舎は、開校時の１９６８（昭和４３）年に建設し、１９７６（昭和５１）年及び２００３  
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（平成１５）年の特別教室棟の建設等により、現在の状況となりました。体育館は、１９７４

（昭和４９）年に建設しています。 

 

① 児童数の推移 

   児童数は、開校当時は４９４人で、１９７６（昭和５１）年の６４２人をピークに、    

１９９０（平成２）年には３０５人まで減少しました。その後、栄町土地区画整理事業及び

小川西町土地区画整理事業後の学区内の開発等により、平成１０年代後半には６００人超ま

で増加しましたが、その後減少し、２０２０（令和２）年は３８２人となっています。 

 

 

② コミュニティの状況 

小平第十三小学校地域は、地域住民等ボランティア、放課後子ども教室、青少年対策地

区委員会などにより、地域コミュニティ活動が盛んに行われています。小平第十三小学校

は、市内の市立小・中学校施設の中で唯一校庭が芝生化されており、学校ボランティアの

中でも、校庭の芝生を維持管理する「芝生サポーター」というボランティアが活動してい

ることが特色として挙げられます。また、令和元年度には、小平第二中学校と合わせて学

校経営協議会を設置し、コミュニティースクールとなっています。 

 

③ 建物の状況 

２００２（平成１４）年 校舎及び体育館耐震補強工事実施 

２０１８（平成３０）年 劣化診断調査実施 

 

校舎及び体育館について、コンクリート圧縮強度は設計基準強度を確保していました。中

性化の進行度は、校舎及び体育館ともに健全な状態を保っており、目標耐用年数は８０年以
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上と推定されます。 

 

④ 近隣施設の状況 

施設名 
目標耐用年数 

到来年 

地域/

広域 

床面積 

（㎡） 
避難所指定 備考 

小平第十三小学校体育館 2033（令和 15） 地域 
845.24 避難所:体育館 

 

十三小学童クラブ第二 2033（令和 15） 地域 体育館内 

小平第二中学校 2036（令和 18） 地域 8,124.52 
避難所:校舎（一部） 

いっとき避難場所:校庭  

小平第二中学校体育館 2026（令和 8） 地域 842.57 避難所  

小川西町地域センター 2047（令和 29） 地域 598.70 二次避難所   

小川西町中宿地域センター 2054（令和 36） 地域 599.92 二次避難所 都営住宅内 

小川町一丁目地域センター 2072（令和 54） 地域 
964.00 

二次避難所:地域セ

ンター 

 

小川町一丁目児童館 2072（令和 54） 地域  

小川西保育園 2074（令和 56） 地域 1,070.93 ―  

西部出張所 2039（令和 21） 広域 

2,032.57 
避難所:西部市民セン

ター 

小川駅西口

公共床へ機

能を移転予

定 

小川西町公民館 2039（令和 21） 地域 

小川駅西口

公共床へ機

能を移転予

定 

小川西町図書館 2039（令和 21） 地域 

小川駅西口

公共床へ機

能を移転予

定 

十三小学童クラブ第一 2026（令和 8） 地域 97.46 ―  

高齢者館（ほのぼの館） 2054（令和 36） 広域 600.00 二次避難所 都営住宅内 

障害者福祉センター  

（たいよう福祉センター） 
2044（令和 26） 広域 1,510.53 二次避難所  

     

⑤ 更新等の適否の判断 

今後の児童数の推計として、平成２７年国勢調査による町丁別将来人口推計補足版では、

主な通学区域となる栄町二丁目、栄町三丁目、小川西町一丁目、小川西町二丁目、小川西町

三丁目及び小川西町五丁目における５歳から１４歳までの人口は、減少する見込みとなって

います。 

劣化診断の結果は、校舎・体育館ともに健全な状態を保っています。また、近隣施設の目

標耐用年数の到来まではしばらくの期間があります。 

以上を踏まえ、近隣施設の目標耐用年数到来までまだしばらくあり、劣化診断の結果とし

て、中性化の進行度は健全な状態を保っている状況ですが、小平第十三小学校は、児童数の

減少が見込まれること、将来的な統合の可能性が低いことなどを踏まえ、「更新等を行う」

ものとします。 
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⑥ 基本計画策定に向けて 

    公共施設マネジメント推進計画の「基本的な検討手順」に基づき、基本計画を策定します。

小平市公共施設マネジメント推進計画において「地域対応施設については、拠点化を図り、

小学校を中心とした複合化を進めます」としています。地域の核となる小学校の更新等であ

るため、建て替えに際しては、近隣の小川西町地域センターをはじめ、近隣施設の複合化や

機能移転の可能性を検討します。 

 

 (3) 小平第一中学校校舎 

   小平第一中学校は、１９４７（昭和２２）年に小平町立小平中学校として開校しました。  

２０１７（平成２９）年には、創立７０周年を迎えています。 

校舎は、生徒の増加に合わせて１９６８（昭和４３）年から昭和５０年代にかけて、ほぼ現

在の校舎形状となりました。１９９９（平成１１）年に特別教室棟を建設し、現在の状況とな

りました。なお、体育館は、地域開放型体育館として１９９３（平成５）年に建設しています。 

 

① 生徒数の推移 

   生徒数は、開校当時は６５１人で、昭和２０年代終盤から１９６５（昭和４０）年にかけ

て１，０００人を超えましたが、１９６５（昭和４０）年に小平第四中学校が分校として開

校したこともあり、１，０００人を割り込みました。その後概ね減少傾向となり、２０２０

（令和２）年は４４２人となっています。  

 

 

② 建物の状況 

  １９９８（平成１０）年 校舎耐震補強工事実施 
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２０１８（平成３０）年 劣化診断調査実施 

 

校舎について、コンクリート圧縮強度は設計基準強度を確保していました。中性化の進行

度は、健全な状態を保っており、目標耐用年数は８０年以上と推定されます。 

なお、体育館については、１９９３（平成５）年に建設され比較的新しいことから、現時

点では劣化診断調査の対象としませんでした。 

 

③ 近隣施設の状況 

施設名 
目標耐用年数 

到来年 

地域/

広域 

床面積 

（㎡） 
避難所指定 備考 

学園東小学校 2036（令和 18） 地域 4,556.79 
避難所:校舎（一部） 

いっとき避難場所:校庭  

学園東小学校体育館 2037（令和 19） 地域 843.05 避難所  

学園東小学童クラブ第二 2050（令和 32） 地域 122.13 ―  

小平第二小学校 2031（令和 13） 地域 
6,467.59 

避難所:校舎（一部） 

いっとき避難場所:校庭 

 

高齢者交流室 2031（令和 13） 広域 校舎内 

小平第二小学校体育館 2033（令和 15） 地域 843.99 避難所  

二小学童クラブ 2045（令和 27） 地域 150.03 ―  

小平第十四小学校 2028（令和 10） 地域 4,782.96 
避難所:校舎（一部） 

いっとき避難場所:校庭  

小平第十四小学校体育館 2033（令和 15） 地域 843.88 避難所  

十四小学童クラブ第一・第二 2048（令和 30） 地域 227.27 ―  

中央図書館 2044（令和 26） 地域 4771.55 ―  

仲町公民館 2073（令和 55） 地域 
1,453.27 避難所:公民館 

 

仲町図書館 2073（令和 55） 地域  

仲町保育園 2031（令和 13） 地域 813.42 ―  

学園東町地域センター 2048（令和 30） 地域 599.70 二次避難所  

小川東町地域センター 2049（令和 31） 地域 597.94 二次避難所  

天神地域センター 2045（令和 27） 地域 614.57 二次避難所  

美園地域センター 2057（令和 39） 地域 547.72 二次避難所  

  

④ 更新等の適否の判断 

今後の生徒数の推計として、平成２７年国勢調査による町丁別将来人口推計補足版では、

主な通学区域となる学園東町、小川町二丁目、小川東町及び仲町における１０歳から１４歳

までの人口は、若干の増減は見込まれるものの、現状とほぼ変わらず推移する見込みです。 

劣化診断の結果は、校舎は健全な状態を保っています。また、近隣施設の目標耐用年数の

到来まではしばらくの期間があります。 

以上を踏まえ、小平第一中学校は、将来的な統合の可能性が低い状況ですが、劣化診断の
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結果により、校舎の状態は健全であること、生徒数は現状とほぼ変わらず推移する見込みで

あることから、当面の間は機能を維持し、おおむね２０年程度継続して使用することとし「更

新等を行わない」ものとします。 

 

  (4) 小平第二中学校 

   小平第二中学校は、１９５７（昭和３２）年に小平町立小平第二中学校として開校し、   

２０１７（平成２９）年には創立６０周年を迎えました。 

校舎は、１９７７（昭和５２）年から１９８１（昭和５６）年にかけて、ほぼ現在の状況と

なりました。体育館は、１９６７（昭和４２）年に建設しています。 

 

① 生徒数の推移 

   生徒数は、開校当時は４９８人で、昭和３０年代後半から昭和４０年代前半で１，０００

人を超えましたが、１９７１（昭和４６）年度に小平第五中学校が分校として開校したこと

もあり、１，０００人を割り込みました。その後概ね減少傾向となり、２０２０（令和２）

年は５１４人となっています。 

 

 

② 建物の状況 

  ２００５（平成１７）年～２００６（平成１８）年 校舎耐震補強工事実施 

  ２００５（平成１７）年 体育館耐震補強工事実施 

２０１８（平成３０）年 劣化診断調査実施 

 

    校舎について、コンクリート圧縮強度は設計基準強度を確保していました。中性化の進行

度は、健全な状態を保っており、目標耐用年数は７５～８０年以上と推定されます。 
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体育館についても、コンクリート圧縮強度は設計基準強度を確保していました。中性化の

進行度は健全な状態を保っており、目標耐用年数は８０年以上と推定されます。 

 

③ 近隣施設の状況 

施設名 
目標耐用年数 

到来年 

地域/

広域 

床面積 

（㎡） 
避難所指定 備考 

小平第一小学校 2030（令和 12） 地域 6,370.71 
避難所:校舎（一部） 

いっとき避難場所:校庭  

小平第一小学校体育館 2032（令和 14） 地域 
843.19 避難所:体育館 

 

一小学童クラブ 2032（令和 14） 地域  

小平第六小学校 2056（令和 38） 地域 
8,242.54 

避難所:校舎（一部） 

いっとき避難場所:校庭 

 

六小学童クラブ第一 2056（令和 38） 地域 校舎内 

小平第六小学校体育館 2056（令和 38） 地域 1,455.07 避難所  

六小学童クラブ第二 2048（令和 30） 地域 122.13 ―  

小平第十三小学校 2027（令和 9） 地域 5,106.68 
避難所:校舎（一部） 

いっとき避難場所:校庭  

小平第十三小学校体育館 2033（令和 15） 地域 
845.24 避難所:体育館 

 

十三小学童クラブ第二 2033（令和 15） 地域  

十三小学童クラブ第一 2026（令和 8） 地域 97.46 ―  

小川西町中宿地域センター 2054（令和 36） 地域 599.92 二次避難所 
都営住宅

内 

小川西町地域センター 2047（令和 29） 地域 598.70 二次避難所  

小川東第二地域センター 2053（令和 35） 地域 506.52 二次避難所  

被災者一時生活センター 2053（令和 35） 広域 195.12 ―  

西部出張所 2039（令和 21） 広域 

2,032.57 
避難所:西部市民セン

ター 

小川駅西

口公共床

へ機能を

移転予定 

小川西町公民館 2039（令和 21） 地域 

小川駅西

口公共床

へ機能を

移転予定 

小川西町図書館 2039（令和 21） 地域 

小川駅西

口公共床

へ機能を

移転予定 

小平元気村おがわ東 2031（令和 13） 広域 

3,301.53 
避難所:建物 

いっとき避難場所:屋外

広場 

 

市民活動支援センターあすぴあ 2031（令和 13） 広域 

小川駅西

口公共床

へ機能を

移転予定 

ファミリーサポートセンター 2031（令和 13） 広域  

子ども家庭支援センター 2031（令和 13） 広域  
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男女共同参画センターひらく 2031（令和 13） 広域 

小川駅西

口公共床

へ機能を

移転予定 

教育相談室 2031（令和 13） 広域  

教育支援室「あゆみ教室」 2031（令和 13） 広域  

小平元気村おがわ東屋内施設 2034（令和 16） 広域 843.12 避難所  

小川西保育園 2074（令和 56） 地域 1,070.93 ―  

高齢者館（ほのぼの館） 2054（令和 36） 広域 600.00 二次避難所 
都営住宅

内 

障害者福祉センター   

（たいよう福祉センター） 
2044（令和 26） 広域 1,510.53 二次避難所  

     

④ 更新等の適否の判断 

今後の生徒数の推計として、平成２７年国勢調査による町丁別将来人口推計補足版では、

主な通学区域となる栄町二丁目、栄町三丁目、小川西町一丁目～五丁目、小川町二丁目及び

小川東町一丁目～五丁目における１０歳から１４歳までの人口は、若干の増減は見込まれる

ものの、現状とほぼ変わらず推移する見込みです。 

劣化診断の結果は、校舎及び体育館は健全な状態を保っています。また、近隣施設の目標

耐用年数の到来まではしばらくの期間があります。 

以上を踏まえ、小平第二中学校は、将来的な統合の可能性が低い状況ですが、劣化診断の

結果により、校舎及び体育館の状態は健全であること、生徒数も現状とほぼ変わらず推移す

る見込みであることから、当面の間は機能を維持し、おおむね２０年程度継続して使用する

こととし「更新等を行わない」ものとします。 

 

(5) 十三小学童クラブ第一 

十三小学童クラブ第一（以下、「学童クラブ第一」という。）は小平第十三小学校敷地内にあ

ります。敷地内には学童クラブ第一のほか、体育館内に十三小学童クラブ第二（以下、「学童

クラブ第二」という。）があります。当該学童クラブは市が事業を行っており、放課後などに

家庭に代わる生活の場を提供しています。 

 

  ① 児童数の推移 

    学童クラブ第一及び学童クラブ第二の児童数は定員数に近い状況です（図１）。また、在

籍児童数は増加傾向にあります（図２）。 

   

在籍児童数の推移（図１） 

 定員 2016 

（平成28）年 

2017 

(平成29)年 

2018 

（平成30）年 

2019 

（令和元）年 

2020年 

（令和2）年 

学童クラブ第一 ４０ ２５ ３０ ３６ ３８ ３９ 

学童クラブ第二 ４０ ２７ ２３ ３２ ３３ ３８ 

合計 ８０ ５２ ５３ ６８ ７１ ７７ 
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 ※各年４月１日現在 

 

在籍児童数の推移（図２） 

 

 

② 建物の状況 

  劣化診断調査は、コンクリート内部の中性化進行状況で判断しており、鉄筋コンクリート

造ではない鉄骨造である学童クラブ第一は、実施しておりません。 

  外壁に錆が散見されること、またシーリングが劣化していることなどから老朽化が進んで

いる状況です。  

 

③ 近隣施設の状況 

施設名 
目標耐用年数 

到来年 

地域/

広域 

床面積 

（㎡） 
避難所指定 備考 

小平第十三小学校 2027（令和 9） 地域 5,106.68 
避難所:校舎（一部） 

いっとき避難場所:校庭  

小平第十三小学校体育館 2033（令和 15） 地域 
845.24 避難所:体育館 

 

十三小学童クラブ第二 2033（令和 15） 地域  

小平第二中学校 2036（令和 18） 地域 8,124.52 
避難所:校舎（一部） 

いっとき避難場所:校庭  

小平第二中学校体育館 2026（令和 8） 地域 842.57 避難所  

小川西町地域センター 2047（令和 29） 地域 598.70 二次避難所   

小川西町中宿地域センター 2054（令和 36） 地域 599.92 二次避難所 都営住宅内 

小川町一丁目地域センター 2072（令和 54） 地域 
964.00 

二次避難所:地域セ

ンター 

 

小川町一丁目児童館 2072（令和 54） 地域  

小川西保育園 2074（令和 56） 地域 1,070.93 ―  

西部出張所 2039（令和 21） 広域 

2,032.57 
避難所:西部市民セン

ター 

小川駅西口

公共床へ機

能を移転予

定 

小川西町公民館 2039（令和 21） 地域 
小川駅西口

公共床へ機
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能を移転予

定 

小川西町図書館 2039（令和 21） 地域 

小川駅西口

公共床へ機

能を移転予

定 

高齢者館（ほのぼの館） 2054（令和 36） 広域 600.00 二次避難所 都営住宅内 

障害者福祉センター  

（たいよう福祉センター） 
2044（令和 26） 広域 1,510.53 二次避難所  

 

④ 更新等の適否の判断 

小平市では、２０１９（令和元）年度に「第二期小平市子ども・子育て支援事業計画」を

策定しており、その中で、学童クラブ事業はニーズ調査の結果に基づき量の見込みを算出し、

学童クラブ数、定員の確保を目指す計画を示しています。現在、学童クラブ第一及び学童ク

ラブ第二の児童数は増加傾向にあり、学童クラブに対するニーズが高まっている状況です。 

学童クラブ第一は、目標耐用年数４０年に対し、建築から３３年が経過し、老朽化が進ん

でいる状況です。 

以上より、学童クラブ第一は、引き続き在籍児童数が増加傾向にありニーズに対応する必

要があること、安全な保育を実施するため建物の老朽化に対応する必要があることから「更

新等を行う」ものとします。 

なお、更新等を行う際には、保育を継続しながら工事を行うことに留意する必要がありま

す。 

 

⑤ 今後の対応 

    本適否の判断において、小平第十三小学校を「更新等を行う」とし、基本計画を策定する

こととしたため、十三小学童クラブ第一について、小平第十三小学校の基本計画の中で合わ

せて検討します。 

 

 

 


